
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

旧東海道「保土ケ谷宿」を未来へつなげる 

まち・みち再生基本構想 
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■まちづくりとみちづくりのコンセプト 

『各時代の積み重ねを活かし未来へつなげる“まちづくり”“みちづくり”』 

旧東海道保土ケ谷宿周辺は、金沢鎌倉道や相州道・八王子街道、保土ケ谷道等、宿場成立以前から交通の要衝とし

ての歴史を有している。また、保土ケ谷宿は、古東海道において1601年に当時の保土ケ谷町（現在の元町橋付近）と

神戸町（現在の天王町駅付近）の二町による宿として成立し、1600年代半ばには「旧東海道（現在のＬ字型）の整備」

や「今井川の流路整備」、「岩間町、帷子町の宿への編入」などが行われた。これにより、保土ケ谷宿はＬ字型という

東海道五十三次の宿場町においても稀有な宿場のかたちを有することとなった。 

明治・大正・昭和初期には、鉄道の整備や水運や利水等の条件を活かした多くの大規模な工場の立地とこれらに伴

う市街化の進展や商業の発展が進み、戦後高度成長期以降は、丘の上の住宅地の高密化と工場跡地の土地利用転換が

進むとともに、市電の盛衰、鉄道駅周辺を中心とした生活圏の発展とまちとみちのつながりが形成されてきた。 

特に保土ケ谷宿は、横浜市内の東海道３宿（神奈川宿・保土ケ谷宿・戸塚宿）の中でも、軽部本陣跡や旅籠本金子

屋跡などの貴重な歴史的資源が存続しており、多くの観光やまち歩きなどの利用者が訪れる場所となっている。 

また、保土ケ谷宿地域周辺では、「松並木プロムナードの再生や管理」、「まちについての学習」、「まち歩きのガイド」

など、地域の歴史を活かした住民主体の多様なまちづくり活動が行われている。また、旧東海道は、明治以降に発展

した市街地と駅や商店街などのまちの中心部をつなぐ軸となっており、保土ケ谷宿時代からの歴史は現代においても

周辺住民の心のふるさと（アイデンティティの拠り所）として切り離せないものとなっている。 

このような背景のもと、江戸保土ケ谷宿をはじめとしてまちの中心となってきた旧東海道を軸としながら、各時代

において積み重ねられてきた歴史を活かし、地域住民や来街者等により育まれ、継承されていく“まちづくり”“みち

づくり”を進める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□まちづくりとみちづくりの視点 

 

視点１：“まち”と“みち”の変遷を地域の魅力として継承する 

各時代における“道筋･川筋の整備”と“まちの形成・発展経緯”を活かしたみちづくりや施設･機能配置に

よって、使いやすい道路整備や保土ケ谷宿地域の回遊性向上、道路景観に調和した街並み形成に向けた機運の

醸成等、相乗効果を高め次世代に継承する“まちづくり”、“みちづくり”を進める。 

現在まで残された歴史的資源の保存・復元・修景・再利活用を図る。また、歴史の中で失われた資源につい

ても歴史資料等の文献による再現やデザインへの反映、歴史的遺構の発掘調査による歴史的資源の掘り起こし

に努め、失われた歴史を継承する。 

 

 

 

 

 

 

 

視点２：地域内外の交流を活性化する 

保土ケ谷宿地域が伝え育んでいる歴史や活動等の魅力を地域内外に発信し、地域住民同士やまち歩き等で訪

れる人々、地域活動団体等の利用特性を反映しながら、各主体が相互に交流できるような情報発信と交流の活

性化を進めていく。 

 

 

 

 

 

 

 

視点３：まち・みちへの愛着を深め、誇りを高める 

保土ケ谷宿地域への愛着を持ち、より深め、地域の誇りとして高めていくため、地域住民や地域活動団体、

まち歩き等に訪れる人々などが主体的に関わっていく“まちづくり” “みちづくり”を進めていく。 

 

 

 

 

 

 

今井川 旧東海道 まちかど博物館 風情を感じる建物 

旧街道の風情を留める旅籠跡 松並木プロムナード まち歩きガイドの様子 宿場祭りの様子 

地域学習の様子 道路の美化・清掃活動等を
行っている例（戸塚区） 

ヨコハマ市民まち普請事業
による植樹活動（瀬谷区） 

まちかど博物館での交流の様子 

鎌倉時代 

江戸時代 

明治時代 

大正～昭和初期 

高度成長期以降 
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■道路空間の整備コンセプト 

『保土ケ谷宿の道筋発展の歴史を活かし“まちに奥ゆきを与える”みちづくり』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□景観整備の方針 

方針１：旧東海道の多様な道路幅・道路断面を１つにつなぐ街道風情漂うみちづくり 

 

方針２：保土ケ谷宿地域の歴史の深みを継承し、東海道の奥行きを作る回遊性の高いみちづくり 

方針３：暮らしの豊かさを高めるみちづくり  

金沢鎌倉道 保土ケ谷道 旧東海道 古東海道 

シルクロード天王町 環状１号線 国道１号保土ケ谷橋工区 保土ケ谷駅西口商店街 
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■情報発信・交流促進のコンセプト 

『住む人・訪れる人を繋ぐ、拠点の形成』 

 

 
□拠点整備の方針 

方針１：時代とひとをつなぐ拠点の活用強化 

方針２：まち歩きを支援する情報・休憩拠点の形成 

 

 

方針３：歴史がしみ込み、地域住民同士やまち歩き等で訪れる人々をつなぐ交流拠点の形成

 

 
 
 
 
 
 
 

 

まちかど博物館での交流の様子 帷子会館 まちかど博物館 岩間市民プラザ 

今昔写真展のイメージ 川崎宿交流館 展示スペース 
 

川崎宿交流館 展示スペース 大山街道ふるさと館 会議室 

品川宿交流館 本宿お休み処 天王町駅前 草津宿街道交流館 案内窓口 保土ケ谷駅前 
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■地域活動連携のコンセプト 

『地域とともに創り育てるまちづくり、みちづくり』 

 

 

□地域活動連携の方針 

方針１：まち・みちへの関心と繋がりを強化し、まちづくり・みちづくりの推進力を高める 

 
 

方針２：計画・設計、整備、管理・活用の各段階等への市民参加 

 

 

 

松並木プロムナード水辺愛護
会の清掃活動（松並木プロム
ナード水辺愛護会 HP より） 

ガイドボランティアの様子 名物会のイベント出店 子育て支援の様子（こっころ
HP より） 

市民参加で道路の整備を行
った例（保土ケ谷区） 

市民が維持管理に参加して
いる例（保土ケ谷区） 

朝市街道の様子（保土ケ谷
区） 

市民参加で道路の設計を行
った例（埼玉県戸田市） 
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■重点地区の"まちづくり""みちづくり"の方針 

天王町駅周辺―――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

天王町駅高架下・沿道―――――――――――――――――――――――――――――――――― 

保土ケ谷駅西口商店街―――――――――――――――――――――――――――――――――― 

保土ケ谷小学校跡地――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

保土ケ谷駅西口周辺――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

天王町商店街・洪福寺松原商店街―――――――――――――――――――――――――――――― 

 

・駅前空間･旧橋詰広場
としての一体性確保 

・地域活動空間の確保 

・川筋の連続性確保 

・旧帷子橋の
視認性確保 

・旧東海道筋の視認性確保 

・旧東海道筋の
連続性確保 

・歴史風情と景観の一
体性確保 

（駅舎･高架下･駅前空
間･道路･天王町駅前
公園） 

・旧東海道とのつなが
りを感じる駅前広場
のデザイン 

・バス・タクシー等の
必要バース数の再整
理とレイアウト検討 

・駐輪場（配置･規模･
整備方法等）の検討 

・滞留空間・情報発信
機能の確保 

・古くから親しまれて
いるイチョウの活用 

・旧東海道への動線を
強化する舗装の統一 

・辻の空間デザインの
検討 

・町割石 

・小舗石舗装による
イメージハンプ 

・旧東海道で統一的な舗装
（脱色 As 舗装･茶系) 
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■まち・みちの再生に向けて 

『旧東海道から“まち・みち・ひと”が、繋がり広がるまちづくり・みちづくり』 
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＜短期＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜中期＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜長期＞ 

みちづくり（道路整備、舗装・附属物、サイン整備、まちなみ形成等）・・・・・・・・・段階的整備・・・展開・発展・・・・・・・・・ 

○○辻（駅前空間）計画・設計・・・・・整備・・・維持管理・活用・・・・ 

○○辻（交差点）計画・設計・・・・・・・・整備…維持管理・活用… 

商店街 計画・設計・・・・・・・・整備・・・・維持管理・活用・・・ 

関心・つながり・

主体性の高まり 

旧東海道から“まち・みち・ひと”が、繋がり広がるまちづくり・みちづくり 

活動団体・保土ケ谷ファンを広げていく取り組みの展開 

地域住民を呼び込むまちづくり 

(社会実験等) 

拠点形成 計画・設計・・・・・・・整備・・・・維持管理・活用・・・ 

(社会実験等) 

(社会実験等) 

市民参加によるまちづくり 

奥行き・広がり・

深みの充実 
○○辻（交差点） 計画・設計…整備…維持管理・・・ 

活動団体等の連携強化、広報・周知 
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■まちの奥行きを継承するための資源と各辻と道筋等の性格 

 時代別でのまち・みちの出来事 

中世以前 近世 近代 現代 

鎌倉時代以前 江戸時代 明治時代 
大正時代～昭和

初期 
戦後以降 

各時代の道筋等の成立や

整備 

（   道筋） 

（   想定） 

・金沢鎌倉道 

・古東海道 

・八王子道 

・相州道 

・保土ケ谷道 

（   道筋） 

 

・旧東海道 

（   道筋） 

（   鉄道） 

・水道道 

・JR 線開通 

（   道筋） 

（   鉄道） 

・天王町商店街 

・国道 1 号 

・国道 16 号 

・陣中鉄道開通 

・横浜市電 

（   道筋） 

 

・環状１号線 

・帷子川整備 

 

各時代の川筋の形成や整

備 

（    川筋） 

・旧今井川 

・旧帷子川 

（    川筋） 

・今井川 

  （    川筋） 

・帷子川 

関連する主なまちの資源

等 

・社寺 ・軽部本陣、旅

籠本金子屋 

・脇本陣跡等史

跡サイン 

・帷子橋 

・東京麦酒保土

ケ谷工場 

・富士ガス紡績

保土ケ谷工場

跡地一帯 

・南北石油（南

北橋） 

・保土ケ谷橋（震

災復興橋） 

・保土ケ谷曹達 

・東洋電機製造 

・洋館付住宅 

・イコットハウス 

・松原商店街 

・YBP 

・松並木プロム

ナード 

辻 ①追分辻 ○ ○    

②松原商店街辻  ○   ○ 

③天王町辻  ○  ○  

④旧東海道水道道辻  ○ ○   

⑤天王町駅前辻 

（駅前空間） 
 ○  ○ ○ 

⑥大門辻 ○ ○    

⑦旧中橋跡辻 ○ ○    

⑧環１辻  ○   ○ 

⑨保土ケ谷駅西口駅

前辻（駅前空間） 
  ○  ○ 

⑩旧東海道金沢鎌倉 

道辻 
 ○  ○ ○ 

⑪国道金沢鎌倉道辻 ○   ○  

⑫保土ケ谷橋辻  ○   ○ 

⑬本陣跡辻  ○  ○ ○ 

⑭大仙寺前石橋辻 ○ ○   ○ 

⑮茶屋町橋辻  ○   ○ 

⑯八王子道辻 ○   ○  

⑰古東海道水道道辻 ○  ○   

⑱帷子川辻 ○   ○  

⑲神明社前辻 ○     

⑳ビール坂下辻 ○   ○  

㉑月見台辻 ○   ○ ○ 

※⑪～⑮については国道１号（保土ケ谷橋工区）における整備計画（案）にて既に検討されている。 

①追分辻 

②松原商店街辻 

③天王町辻 

④旧東海道

水道道辻 

⑤天王町駅前辻

（駅前空間） 

⑥大門辻 

⑦旧中橋跡辻 

⑧環 1辻 

⑨保土ケ谷駅西口駅前辻

（駅前空間） 

⑩旧東海道金沢鎌倉道辻 

⑪国道金沢鎌倉道辻 

⑫保土ケ谷橋辻 

⑬本陣跡辻 

⑭大山寺前石橋辻 

⑮茶屋町橋辻 

㉑月見台辻 

⑯八王子道辻 

⑰古東海道

水道道辻 

⑱帷子川辻 

⑲神明社前辻 

⑳ビール坂下辻 


